
茅ヶ崎市 

「豊かな長寿社会に向けたまちづくり基本方針」 

（概要） 

 

１ 背景・経過 

 本市の高齢化率は、平成２６年４月１日現在で２３．

５９％となっていますが、昭和３０年代後半から４０

年代前半に開発された団地や住宅地では、高齢化率が

４０％を超えている地区もあります。 

 また、本市の人口は、平成３２年の２３９，４０７人

をピークに減少に転じると推計されておりますが、高

齢者人口は３２年以降も依然として増加傾向にあり、

４７年には２２年の約１．４倍の７１，０００人を超

えると推計されています。特に、団塊の世代が後期高

齢者に突入する３７年以降には後期高齢者が３９，０

００人を超えるため、このような人口構造に対応した

施策が求められています。 

 現状では団塊の世代が後期高齢者となる平成３７年

に向けた対応が充分であるとは言い難く、既存の様々

な取り組みにおいて更なる高齢化への対応を図るとともに、次の時代を見据えた仕組みの構築を進め

ていくことが必要となっていることから、平成２５年１０月から平成２６年８月まで「豊かな長寿社

会に向けたまちづくり有識者会議」を開催し、有識者のアドバイスを受けながら高齢化がまちづくり、

地域社会に与える影響や今後必要な取り組みについて、広範にわたり、総合的な検討を進めました。 

 有識者会議のご意見を基に、庁内での意見交換、市民の皆様からの意見聴取を経て、平成２７年２月

に「豊かな長寿社会に向けたまちづくり基本方針」を策定しました。 
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２ 豊かな長寿社会の将来像と事業推進の考え方 

 基本方針では、豊かな長寿社会の将来像を「元気で、自分らしく、生涯暮らせるまち 湘南 茅ヶ崎」

と設定し、将来像を実現するために、「子どもを産み育てやすく 子育て層が住みやすいまち」、「高齢

者が生きがいを持って活躍できるまち」、「健やかな生活を営み 住み続けることができるまち」の３

つの施策の柱と、それらを支える基盤として「ソーシャルキャピタル（社会関係資本：人々のきずな、

支え合い）の強化、醸成」を掲げています。 

 

 ３つの施策の柱とそれを支えるための基盤に対応して、平成２７年度から随時、次の事業を推進する

ことを計画しています。主な取り組みとしては、高齢者の社会参加を促進するための仕組みであるセ

カンドライフのプラットフォーム、住み慣れた地域で最期まで暮らせる環境づくりである在宅医療の

推進、ライフステージに応じた住み替えを促進するための仕組みづくり等がありますが、基本方針に

掲げている事業以外にも豊かな長寿社会を実現するための新たな取り組みを積極的に検討し、進めて

いきます。 

 

 なお、地域ごとでの取り組みが必要な事業などは、モデル地域を設定して先行的に取り組み、モデル

地域での実績を踏まえて全市域への展開を図ります。モデル地域としては、本市の全域の将来の人口

状況が既に現れている地域として高齢化が高く、高齢者人口の多い地域として湘北、松林地区を設定

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
基 本 方 針 本 編 を ご 覧 に な り た い 方 は 市 役 所 市 政 情 報 コ ー ナ ー 又 は 市 ホ ー ム ペ ー ジ
（http://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/machidukuri/1012621/1007942/index.html）でご覧ください。 

 

子どもを産み育てやすく
子育て層が住みやすいまち

高齢者が生きがいを持って
活躍できるまち

健やかな生活を営み
住み続けることができるまち

ソーシャルキャピタル（社会関係資本：人々のきずな、支え合い）の強化、醸成 【３つの柱を支える基盤】

健康増進と虚弱化予防のための事業

住み慣れた地域での良好な住宅の整備促進

持ち家高齢者の転居に伴う資産運用

在宅医療の意識改革・学び

子育て世代等による
住宅ストックの活用

企業の共同等による
事業所内保育施設の設置

学童保育、放課後子ども教室
のための学校施設の利活用

在宅医療連携拠点及び
連携体制の整備

ライフステージに応じた住み替えの仕組み

セカンドライフのプラットフォーム
（高齢期における社会参加の仕組みづくり）

高齢者が地域で活躍できる仕組み

高齢期のケアサポート講座

放課後の学びの場の創出

長寿社会のまちづくりイメージワークショップ

若年期からの共助の精神の育成

ファミリー・サポート・センター
の機能強化

学童保育、放課後子ども教室の機能強化
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※ モデル地域での先行実施を予定している事業 
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